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このような考え方を
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オ司責法とぃぃます(別に名前なんてど―でもエエです)よ うするに,「和の
極限が定積分 (面積)を用いて表現できる」,「定積分を計算すれば,(本来は計算不可能だった)和の極限が求
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li■il〉Step ③  券
をひとまとめに考えて,と =α

Step ④  上の対応関係をイメージして,定積
`
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考え方 最初からΣを用いて書かれてあるし,

券
も前に出ているので, ポイントのStep(Dか ら

考えればよいですね.                  (2)

券
=″ とおくと,

(1)は , cos 2 - cos π″

(2)は,身 ― ι2ェ

です ″―→ ∞ のとき,
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なので,先ほどの対応関係をイメー , ば大文夫.

例 題 (3)

辛確ですね? 
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例 題 (1)

例 題 (2)
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(与式)=ュ 颯 券 ム チ
とな ります ここで ,

夕
をひとまとまりに考えるため,チ =(券

)3と

変形することがポイントです あとは先ほどと同様

(与式)=胸魁券庭1#
=1蝿券庭1(券 )3

=ス
1″

3α″

=[:″ 4]|

1~4

①

〕旬紺
次

ミミがぶ%,卜 !!

夕l':]:'1+単

II

わ1lt

鮮 rr}■ .



赤阪正純 (h ri.web.fc2 com 区分求積法

うょっセ
ムだ(ぅ ―

囲
囲
回
回
　
一

(1)

(2)

芳颯券(dn易 +gn傷 +Sn揚 十……+dn場
)

(3)芳蝿 (″義 2+がら 十が導 +……+潤り )

(4);蝿弟{(√ +輌の2+(√ +a)2+……+(輌 +a)2}
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処理せねばなりませんね
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加 グ″=αιであり,
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